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•横領とは： 動産で あれ 不動産で あれ、 力を もって 他人の 財産を 奪い取る ことです。 


•不正の 種類： 

不正には 3 種類あります： ①アツ ラーが そのまま 放置され る ことのない 不正、 そして ② 
赦 される こと も ある 不正、 そして ③赦 される ことのない 不正、 の 3 つです。 

□ アツ ラーが そのまま 放置され る ことのない 不正とは： アツ ラーが 報復を 定められ たと 
ころの、 しもべ 同士の 不正の ことです。 

□赦 される こと も ある 不正とは： しもべ 自身と その 主の みが 知る ような 不正の ことです。 

□ 赦 される ことのない 不正とは： アツ ラーに 対して シルク 1 を 行う ことです 。アツ ラー 
は シルクの 罪を 決して お赦 しには なられません a 

•横領の 法的 位置づけ： 

横領は 非合法です。 自ら 進んで そうする のでなければ、 いかなる 場合で あれ 何者 も 他人 
の 所有物を 取る ことは 許されません。 

1 — 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： SD そして あなた 方の 財産を、 不正に 食り 合って 
はならない。 また それと 知りながら 罪深く も 他人の 財の 一部を 奪おうと して、 統治者に 偽 
りの 証言を 立てたり しても ならない。 03 ( ク ルアー ン 2: 188) 

2 — サイード. ブン .ザ イド （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は アツラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） が、 こう 言う のを 聞きました：“ 1 シズル 2 
ほどで あっても 不当に 土地を 奪った 者は、 審判の 日に 7 層の 大地 （ほどの 重さの 罪） を 首 
に 課せられる であろう。”」 （アル = ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 3 ) 

♦横領した 土地に 生った 作物に 関して： 

1 一 横領した 土地に 作物な どを 植えたり 建物な どを 建築した りした 場合、 本来の 所有者が 
そう 要求す るの ならば、 横領した 者は それらを 排除し なくて はなり ません。 また それによ 


1 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の シルクの 項を 参照の こと 》 

2 訳者 注： 手を 広げた 親指の 先から 小指の 先までの 長さの 単位。 

3 サ ヒー フ .アル = ブ ハーリー （3198)、 サ ヒー フ •ムス リム （1610)。 文章は アル = プ ハーリーの もの。 



って 生じた 何ら かの 欠如 や 荒れた 土地の 平坦 化な どに ついても、 横領した 者が その 保障 義 
務を 負います。 

但し それらの 変化 や 増減に 関し、 本来の 所有者が 横領した 者との 間で その 価値に 見合っ 
た 代替物を もって 合意す る こと も 可能です。 

2 — もし 土地を 横領した 者が そこに 何 かを 植え、 それを 収穫した 後に その 土地を 元の 所有 
者に 返還した 場合、 収穫物は 横領した 者の 所有と なります が、 その 間の 土地 賃貸 料は 所有 
者に 払わなければ ならなくなります。 

一方 もし 作物が まだ 収穫され ていない 場合、 所有者は それを そのまま 収穫期まで 放って 
おいて 横領 者から 土地 賃貸 料を 要求す るか、 あるいは 彼に 賃金を 払って それを 自分の 所有 
とする かの いずれ かを 選択す る ことが 出来ます。 

•横領 品の 返還に 関して： 

何 かを 横領した 者は、 例えそう する ことによって 非常な 損害を被った としても、 横領し 
た 物を 本来の 所有者に 返還し なければ なりません。 というの も そもそも それは 他人の 権利 
であり、 返還す る 義務が あるから です。 

もし 横領した 者が 横領した 物に よって 商売し 利益を 得て いたら、 それは 本来の 所有者と 
の 間で 半分ず つ 分け合わなければ なりません。 

またもし 横領した 物が 賃貸の 対象で あったら、 横領した 者は それを g 分の 手元に おいて 
いた 期間 分の 賃貸 料 も 含めて 元の 所有者に 返還す る 義務が あります。 

•横領 品が 変化して しまった 場合： 

もし 横領した 糸を 裁縫に 用いて しまったり、 また 衣服を 短く してし まったり、 あるいは 
木片を 大工 作業に 使用して しまった ような 場合、 横領した 者は それを 本来の 所有者に 返還 
し、 更に 不足 分は 弁償し なければ なりません。 

•横領 品が 別の 物と 混じって しまった 場合： 

横領した 物が、 見分けの つかなくなる ような 別の 物-油に 同様の 油を 混合させる とか、 
米に 同様の 米を 混合させる とかいった 具合に-と 混じり合って しまった 場合、 もし その 価 
値に 変化がなかった ようなら、 元の 所有者は そこから 自分の 取り分 だけ 取り戻します。 し 
かし もし 混合に よって その物の 価値が 下がって しまった 場合は、 横領した 者が その 分の 補 
償を しなければ なりません。 また 逆に 混合に よって 価値が 増した ような 場合、 その 増加分 
は 横領した 者の 権利と なります。 

•横領 品に 損失が 生じた 場合： 
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横領 品に 損失 や 欠損が + 生じた 場合、 横領した 者は それと 同様の 物を 弁償し なければ なり 
ません。 もし 同様の 物が 見つからな いような 場合には、 その 時点での その物の 価値で もっ 
て 償います。 

•横領した 者の 横領 品に 対する 取り扱い に関して： 

横領した 者が 横領 品に 対して 行った 売買、 婚姻、 ハッジ （大 巡礼） などの 行為は、 本来 
の 所有者の 許可い かんに よって 決定され ます。 それで 本来の 所有者が その 行為を 認めれば 
それは 正当な ものと なります し、 そうしなければ その 行為は 無効と なります。 

•横領 品に 関する 異論が 生じた 場合、 どちらの 言明を 受け入れ るか： 

横領 後に 損失が 生じた 横領 品の 価値 や 量、 形質に 関して 異論が 生じた 場合、 本来の 所有 
者 側に 明白な 証拠がない 限り、 横領した 側の 言明が 考慮され ます。 但し その 際に 彼は 誓い 
を 立てなければ なりません。 

一方 横領 品が 何の 損失 もな く 返還され た 場合には、 何ら かの 明白な 証拠がない 限り、 本 
来の 所有者の 言明が 考慮され ます。 

•所有物を 喪失 させて しまった ような 場合： 

1 一 横領した 者が 箱 や ドア や栓を 開けたり、 あるいは 縛って ある 物を 外したり 拘束して あ 
る 物を 放したり した 時に その物が 喪失したり 損害を被って しまったり したよう な 場合、 彼 
は その 補償 義務を 負います。 というの も 彼が その 損失の 原因と なった からです。 

2 — 横領した 者が 狂犬 や ライオン、 狼 や 猛禽類な どを 放し、 それに よって 何 か 他の物に 損 
害を 与えて しまった ような 場合、 彼が その 補償 義務を 負います。 

•家畜が 損失を 与えて しまった ような 場合： 

家畜が 他人の 農作物に 被害を 与えて しまった ような 場合、 もし それが 夜であった なら、 
家畜の 主が その 弁償を しなければ なりません。 というの も 夜には 本来 家畜の 主は、 それを 
拘束して おくべき であるから です。 

一方 もし それが 昼間であった のなら、 家畜の 主に 弁償の 義務は 発生し ません。 というの 
も 昼間は 農作 場の 主が その 管理を するべき であるから です。 但し 家畜の 主の 側に 落ち度が 
あった 場合は 別で、 その 場合は 彼に 弁償の 義務が 生じます。 

•横領 品を 返還す るに あたって： 
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1 一 横領した 物を 返還し ようとし たのに 本来の 所有者が それを 認知し なかった 場合、 横領 
品は 統治者 や 裁判官 4 - 宗教を 遵守し 常識を 備えた 者で ある ことが 条件になります-に 預け 
るか、 あるいは 本来の 所有者の サダ 力 （施し） という 意味で それを 施します。， 

そしても し 横領した 者が それを 勝手に 施して しまった 後に 本来の 所有者が 横領 品の こと 
を 思い出し、 かつ それを 返す よう 要求した 場合、 彼は その 弁償を しなければ なりません。 

2 — 横領した 者の 手元に 持ち主 不明の 横領 品 や 盗難 物、 信託 物 や 預け物、 また 抵当な どが 
ある 場合、 以下の 選択が 考えられます： 

□ それでもって サダ 力 （施し） をす る。 

□ ムス リムの 福利の ために 利用す る。 

□信頼の おける 統治者 や 裁判官に 預ける。 

•非合法な 財産に ついて： 

酒類の 売買な どで 非合法な 財産を 得、 その後に その 行いから 悔悟した ような 場合、 もし 
悔悟す る 前に そのような 行いの 非合法 性に 無知であった のなら、 その 財産を 得る ことは 許 
されます。 

しかし もし 悔悟す る 以前に その 行いが 非合法で ある ことを 知りつつ 行って いたのなら、 
その 財産を 所有す る ことは 許されません。 そして その 財産は 何 かよい ことに 費やす ように 
します。 

•非合法な 物に 損失を 与えて しまった 場合： 

他人が 所有す る 楽器 や 酒杯、 不埒で 破廉恥な 本 や 魔術の 用具な どは、 例え 損害を 与えて 
しまっても 弁償 義務を 問われません。 というの も それらは そもそも 非合法で あり、 売買す 
ら 許されない からです。 

但し 社会の 福利の 保護と 災難の 回避と いう 意味から も、 そのような 物の 処分は 統治者の 
命令と 監視の もとに 行わなければ なりません。 

•火に よる 損失に 関して： 

自分の 所有物に 火を つけて 燃やして いる 時、 それが 彼の 落ち度に よって 他人の 所有物に 
燃え移って 被害を 与えて しまった ような 場合、 彼は その 責任を 負わなければ なりません。 

但し 不慮の 強風な どに よる 場合は この 限りでは なく、 補償 義務は 問われません。 という 
の も それは 彼の 行いでも なければ、 彼の 落ち度で もない からです。 


4 訳者 注： イス ラーム 法で 裁く 統治者 や 裁判官の ことです。 そのような 機閨が 存在し ない 非 ムス リム 国 や 
地域に 居住す る ムス リムは、 そこに おける イス ラーム 的 権威で ある 学者 や イマーム などに 依拠す る ことに 
なります。 
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•車両 用の 公道で 家畜が はねられて しまった 場合： 


家畜が 舗装され た 車両 用の 公道に 侵入し、 車には ねられて 死んで しまった ような 場合、 
それを はねて しまった 者に 補償 義務は 問われません。 但し その 者が そこに おいて 何ら かの 
義務の 遂行-つまり 交通 標識の 遵守な ど-を おろそかに したりせ ず、 またすべき ではない 
こと-速度の 出し 過ぎな ど-も 行ったり はして いなかった ことが 条件と なります。 一方 家 
畜の 主は その 家畜の 面倒を 怠って 車両 用の 公道に 侵入 させて しまった ことに おいて、 罪を 
犯した ことにな り ま- 1 一。 

•横領 物に 関して： 

横領した 者は 横領 品を 所有す る ことは もちろん のこと、 それを 利用す る こと も 禁じられ 
ます。 そして 他の 全ての 不正 事と 同様に、 それを 本来の 権利 者の もとに 返さなければ なり 
ません。 

アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アッ ラーの 使徒 （彼に アッ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「同胞に 対し、 その 名誉 やその 他の あらゆる こ 
とに おいて 何ら かの 不正を 働いて いる 者は、 金貨 も 銀貨 も （益す る ことが） なくなって し 
まう 前の 今日 この 日の 内に、 そこから 身を 引く の だ。 （他人に 不正を 働き、 それを やめる 前 
に 審判の 日を 迎えて しまった 者の 内、 現世に おいて） 何 かよい 行いが あった 者は、 その 不 
正の 度合いに 応じて それを 取り上げられる。 そしても し 何もよ いこと がなかった のなら、 
不正を 働いて いた 者の 悪行が 取り上げられ、 それが 彼に 課される の だ。」 （アル = ブ ハー リ 
一の 伝承 5 ) 

•人は 他人から 生命 や 財産を 脅かされた 場合、 自己 防衛を する 権利が あります。 

アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ある 男が アッ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） の もとに やって来て、 こう 言いました：“ アッラ 
一の 使徒よ、 もし 誰かが やって来て 私の 財産を 奪おうと したら （どうす るべき です か）？” 
(預言者は） 言いました：“ それを 渡す のでは ない。” （男は） 言いました：“ それでは 私を 
殺そうと したら？” （預言者は） 言いました：“ 戦う の だ。” （男は） 言いました：“ それでも 
し 私が 殺されたら？” （預言者は） 言いました：“ あなたは 殉教者と なる。” （男は） 言い ま 
した：“ それでは もし 私が 彼を 殺して しまったら？” （預言者は） 言いました：“ 彼は （地獄 
の） 業火 行きで ある 。” I (ムス リムの 伝承 6 ) 


5 サ ヒー フ .アル = プ ハーリー （2449)。 

6 サ ヒー フ .ムス リム （140)。 
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